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図 1.  α‐ Gd2S3のゼーベック係数 
 
図 3.  α‐ Dy2S3のゼーベック係数 
 
図 2.  α‐ Tb2S3のゼーベック係数 
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【序論】 
希土類硫化物α‐ 𝑅2S3の結晶構造は斜方晶系に属しており、結晶学的に異なる二つの希土類サイト R1, R2
を有している。これまでに我々はα‐ 𝑅2S3が低温で様々な新奇物性を示すことを見出しているが伝導異常も
その一つであり、とくにα‐ Dy2S3, α‐ Sm2S3では顕著な異常性が見られ、興味が持たれる。本講演では
𝛼‐ 𝑅2S3 (R = Gd, Tb, Dy)の電気伝導率、ゼーベック係数、ホール係数および熱伝導率について報告する。
【実験方法】 
ヨウ素を輸送剤とした気相化学輸送法で単結晶試料を
育成した。 α‐ Gd2S3, α‐ Tb2S3, α‐ Dy2S3単結晶、及び各
試料の多結晶焼結体を試料とし、各輸送特性を
Quantum Design 社製 PPMS を用いて測定した。ゼー
ベック係数、熱伝導率は Thermal Transport Option
を用い、二端子法で同時に測定した。ホール係数測定




















伝導率の温度依存性 k(T)は、α‐ Gd2S3, α‐ Tb2S3に関して
は単結晶, 焼結体にかかわらず、低温でブロードな山を
持ち、通常の結晶格子による伝導が起こっていると考え
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